





















すべく、古代から近世まで 社寺宝物 対象と て、その作品が生まれる社会歴史的背景を述べている。そうした作品列伝的な語 対し 一九二〇年代後半に矢代幸雄がジョヴァンニ・モレリ 様式比較の方法を基とする西洋的作家・作品論を日本に紹介し、様式比較によ 作家・作品論のため 美術図書館 設立させるとともに、 『美術研究』 創刊して、文献資料と 図版 総合した作家・作品研究の実践を示した。今日、日本における美術史学は厚い調査研究 蓄積を有してい 。一方、方法論に関して言えば、西洋の美術史学の方法を日本東洋美術に適用する試みが続けられてきていると ってよいであろう　
しかし近年、いわゆるポストモダニズムの動きのなかで、西洋的な分類や、もの・
ことに対する視点、認識の方法論への懐疑が生まれている。制度史 発端と った「美術」概念の受容史の跡付けも、 時代や国を超える概念と思われていた「美術」が、西洋概念の日本的受容の産物であったことを明らかに たのであ 、ポストモダニズムの思潮と通じている。　
こうした制度史の成果を踏まえ、ふたたびモノについて語る糸口を見出したい。



































についての示唆に富むもので、研究会に参加したわれわれは、その場で消えていく音を介しただけでは内容を充分に把握しきれず、そこで両氏に趣旨をご理解いただき、発表内容を踏まえ、改めてご執筆 賜った。　「かたち」の再考は緒につい ばかりであ 。これからも分野をまたぎ、語りを開いていく試みを続けていきたい。
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